
■8月の施工記録・トピックス

神戸港臨港道路
大阪湾岸道路西伸部主塔（3P）基礎工事

工 事 名 ：

神戸市灘区摩耶埠頭地先（摩耶埠頭沖）施工場所：

東亜・不動テトラ・あおみ特定建設工事共同企業体施工会社：

令和7年12月～令和11年11月工 期：

基礎工（鋼管矢板、鋼管杭打設 約250本、
鋼管内掘削、継手処理、支保工、基礎内掘削）、
計測管理工

主な工種：

（凡例 白地：今後の施工、赤地：施工中 灰地：施工完了）

準備
鋼管矢板・

鋼管杭打設
継手処理

基礎内
掘削

敷砂 片付け支保工

鋼管杭・鋼管矢板の
工場製作

進捗 鋼管杭：10本/94本 打設完了
鋼管矢板：8本/153本 打設完了

溶接ワイヤー

■工事概要 ■施工平面図（令和8年8月末現在）

■工事施工フロー

神戸港臨港道路大阪湾岸道路西伸部

主塔（３Ｐ）基礎工事

現場円周溶接
写真は、下杭（43～44m）と上杭
（15.5～16.5m）を溶接接合して
いる様子。

■お知らせ
・9/12（土）：大型起重機船（550t吊）が神戸港に再入域 → 引き続き鋼管杭・鋼管矢板打設
・9/17（木）：インターンシップ（3名）を実施

半自動溶接の特徴

✓効率的 溶接棒を交換する必要が無いため連続して
溶接することができ、作業時間を短縮

✓品質確保 ワイヤが一定速度で送給されるため、溶接

の厚さのばらつきが小さく、安定した品質を
確保できる

2026年9月号

溶接作業を行うときは、溶接の光
で目を負傷しないように保護具を
身につけることが必須！

作業を行わない人は直接光を見な
いように注意！

半自動溶接
溶接のワイヤを自動で送給しながら、
手元の操作のみを作業員が行う溶接方法。

溶接詳細図


